
東北地方太平洋沖地震における芝浦工業大学豊洲キャンパスの地震観測記録 

交流棟（７F，高31m） 

教室棟（７F，高31m） 

研究棟（14F，高68m） 

地震観測システムの概要 
加速度計（合計：32台） 

○構造物：28台 

○地 盤： 4台（地表：2，地下40m：2） 

免震層における層間変位計（合計：8台） 

○デジタル式：4台 

○アナログ式：4台 

豊洲キャンパス 
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土質柱状図 

加速度計(一部)の設置位置 
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免震装置 

映像記録 
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：アナログ式層間変位計 
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芝浦  地震防災研究室 検索 
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アナログ式層間変位計の記録 
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免震装置の配置図 

震度分布 

層間変位計（T-1) 

WEBカメラ 

※研究室ホームページにて公開中 

※■は免震装置より上側，■は下側の加速度計の位置を示しています． 

 赤の波形は免震装置より上側，青は下側の記録です．時間20秒は

2011年3月11日14時47分16秒に対応しています．なお，計器の不具合

により，一部の加速度計では最初の部分の記録が欠損しています． 

※地震計004（地下40m)の計測震度は4.2（震度4）．図中の青線より下側は免震装置より下側の結果． 
※免震装置は基礎スラブ上に設置され，層間変位計は基礎スラブとその上階のスラブとの間に設置されています．したがって，これらの記録から免震装置の水平方向の変形を知ることができます． 
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